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作業部会Ａ＜ICGの体系＞ （相互運用性）

全体会合
作業部会Ｂ

作業部会Ｃ

作業部会Ｄ

勧告
（Recommendation）

プロバイダーズフォーラム

（GNSSプロバイダー国の調整の場）

（GNSSの性能の向上）

（知見の普及）

（座標系及び時刻系の向上）

 国連傘下にあるGNSS（衛星測位システム）の平和的利用に関する委員会で、各GNSSシステム
（日米欧露中印など）の相互運用性の確保、利用促進を主な活動とし、各国持ち回りで年1
回開催される。（2017年は日本国で開催される）

 ICG会合を通じた各国各領域の専門家の討議・情報交換を通じて、各国におけるGNSS開発の
「競争」と「協調」が最適化され、GNSSの平和的発展が実現されている。

 我が国としては、準天頂衛星システムによる高精度測位サービスの標準化に資するよう、会
議を通じて適切な国際調整を実施する必要がある。
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→作業部会配下に設置された２つのタスクフォースの議長を我が国（JAXA、日立製作所）が歴任中

→GNSSユーザー受信機の利便性を考慮した周波数的な「協調」、各GNSS信号のオリジナリティに係る「競争」

→マルチGNSS化の流れの中、準天頂衛星測位システムのオリジナリティを主張する場として活用


